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地域の企業や事業所、民生
委員等と協働し、高齢者の
見守り体制を構築する。

①15ヶ所の事業所への包括広報誌の配布【毎月】
②金谷地区見守りネットワーク事業所連絡会【年1回】
③金谷地区民協と包括との情報交換会【南・北　各1回】

①毎月配布
②1回（11月)
③各1回（ 10月・3
月）

○

本年度、新たな事業所が1ヶ所
増えた。今後も金谷地区見守り
ネットワークの事業所を増やすこ
とを目指し商工会等新たな事業
所とも連携し見守り体制の構築
を目指す

市社協、金谷地区社協等の
関係機関と協働し高齢者支
援事業について検討を行
う。

①生活支援をつなぐ会【年2回】
②地区社協、金谷応援隊（外出支援、生活支援サービス）意見交換会【年1回】
③民生委員とCMとの情報交換会【1回】

①２回（ 10月・ 11
月）
②１回（12月)
③1回（1月）

○

今後も地域課題をみつけ生
活支援コーディネーター、地
区社協等の関係機関と連携
を取りながら高齢者支援をし
ていく

個別課題の解決にむけて会議を開催
し会議からみえてきた課題をもとに
地域課題を抽出し課題解決に向けて
会議を開催する。（コロナが影響し
た実態についてアンケート実施）

①個別ケア会議【５回】
②地域ケア会議【４回】
テーマ：コロナ禍のつながりづくり・認知症見守り体制・移動販売の活用等

①3回
②3回(地域団体アンケート実
施）（介護離職について・釜谷
地域居場所つくり・コロナ禍で
の地域活動について）

△

今後も住民へのアンケート
調査・地区診断を行いその
結果から見えてきた地域課
題を抽出し課題解決にむけ
て会議を開催していく

いきいきクラブ、地域団
体、居場所などで「高齢者
あんしん講座」を実施し介
護予防の意識を高める

高齢者あんしん講座【４３回】
内容：フレイル予防・認知症予防・口腔ケア・コロナ感染予防・熱中症予防・消費者被
害・脳トレ等

①41回 計画通りの内
容実施 △

コロナの影響で目標達成で
きなかったが介護予防の意
識を高めていくために今後も
可能な限り、積極的にセン
ターから地域に出向いてい
く。
北五和地域住民がコロナに敏感
なため前に進みにくい　今後も
自治会の協力をもらいながら立
ち上げについて相談していく

今後もコロナの第6派に備え
ながら地域団体の支援をし
ていく

医療、介護従事者、関係機
関と情報共有をし課題解決
を行う。

➀金谷地区ケアカフエの開催【年4回】
①4回（5月・8月・
11月・2月） ○

今後も定期的に開催し多職
種との連携を図っていく

医療機関と連携をし、地域
住民が終末期について自己
決定できる勉強会をする機
会をつくる。

➀リビングウイル講話
②もしものあんしんノート啓発

①0回（2月もしばな実
施予定だったがコロナ
で中止）
② 1ヶ所（志戸呂地
区）

△
今後も地域住民にもしバナ
を通し看取りについて勉強
する機会を作っていく

介護支援専門員に対す
る連携体制つくりと実
践力向上支援

自立支援にむけたケアマネジメ
ントや介護保険以外の地域資源
を適切に使い介護サービスから
の卒業を目指します。（わたし
のプラン活用）

地区ケアマネや地域活動関
係者、介護事業所関係機関
と連携を図り、適切に高齢
者支援ができるように支援
する。

➀金谷・川根地区ケアマネジャー連絡会【年3回】
②ケアマネジャーの地域活動参加の促しと同行
③金谷地域資源冊子改訂版作成と居宅への配布

①3回（9月、10月、
2月）
②２回同行
③3月配布

○ ○

介護保険以外のサービスが
プランに位置付けられるよう
に引き続き地域資源情報を
CMに伝えていく

家族介護者の介護負担
軽減等の支援と離職防
止にむけた取り組み

仕事と両立している介護者も
離職することなく在宅で安心
して介護ができるように支援
していきます。

これから介護していく若い
世代に介護知識を学ぶ機会
を作るとともに介護者の負
担を軽減し介護離職防止を
図る。

➀金谷地区介護者のつどい「いっぷく処」の支援【月1回】
②はじめての介護講座【年1回】
③「介護保険を知ろう」テーマに企業向けに勉強会開催【年1回】

①毎月参加
②1回（11月）
③1回（8月）

○ ○

若い世代にあんしんセン
ターの周知をしてもらうため
に企業に出向くとともに介護
知識を学ぶ機会をつくり今
後も介護離職防止を図って
いく

サポーターを今後も増やし、活
動の場を広げていく。認知症カ
フェの新規立ち上げはコロナの
影響も考慮する必要があるため
今後も難しい。代わりに既存の
地域活動の場に認知症になって
も参加し続けることができるよう
サロン＆茶っきりカフェの活動を
開始。今後も拡大していく。

若い世代のサポーターを増
やし若いサポーターが活動
できる場を作っていく

選
　
択
　
項
　
目

多職種、他機関との
ネットワーク構築

多職種、関係機関と連携を
とりチームになって高齢者
の支援をしていきます。

△

△

必
　
須
　
項
　
目

高齢者を地域で支える
体制づくり

認知症施策の推進

認知症になっても住み慣れ
た地域でその人らしく安心
して暮らせる地域づくりを
目指します。

高齢者が住みなれた地域で
安心して生活ができるため
の体制を整えていきます。

地域住民が主体的に介護予
防に取り込めるように支援
していきます。

△

△

福祉教育を通して高齢者へ
の理解と支援の必要性を若
い世代に伝えていく

△

①3回（金谷商店・ウ
エルシア・地区社協）
②２回（５月・１１
月）
③立ち上げ未実施

△

➀小中高生を対象とした認知症サポーター養成講座開催【年2回】
②金谷高校、放課後児童クラブ等にポスター依頼し、地区内公民館に掲示

金谷地区しまトレ、居場所への継続
支援やコロナで休止している団体に
対し再開をよびかけていくとともに
新しい地域活動の担い手と連携を図
り高齢者が集える新しい場作りを支
援する

①28ヶ所のしまトレ支援としまトレ再開支援
②しまトレ新規立ち上げ【北五和・釜谷地区】
③地域団体連絡会【年1回】

認知症サポーターを増やし
地域での理解を深められる
ようにするとともに専門職
と連携をとり認知症患者と
介護者が相談、交流する場
を作る

①25ケ所再開支援実
施、2ケ所はしまトレ
活動休止中。
②釜谷地区（11月開
始）北五和立ち上げで
きていない
③1回（11月）

△
①2回（ひだまり・子
供会）
②金谷高校依頼

➀認知症サポーター養成講座【3回】
②チームオレンジ茶っきり連絡会【2回】
③認知症カフェの新規立ち上げ

課題・今後の方向性実施方針 目　標 具体的な取り組み 実績
評価
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